

















































































































腫瘍切除を行う予定（12 月 12 日（水） 腹腔鏡下結腸左半切除術
予定）。今までに，特に大きな病気はしたことがなく，出産以外
では今回が初めての入院である。





排尿：7-8 回 /1 日，排便：1 回／ 1 日（最終 11/20），
最終月経 11/1-5，30 日周期
Bp　90 〜 100 ／ 65 〜 70　P 80 〜 90 回／分























































































　看護実践能力 21 項目の総合平均点は 68.84
± 10.43 で，項目別の平均点は学生が 2.6 以上
だった。評価因子別平均点は「アセスメント」
3.35 ± 0.67，「態度」3.63 ± 0.61，「コミュニケー
ション」3.10 ± 0.64，「基本的な法則に基づい











第 10 回 グループワーク
第 11 回 グループワーク

















　平成 24 年度 SP 参加型看護技術演習を受講










平均値 㻿㻰 平均値 㻿㻰 㼜値
Ⅰ． アセスメントをふまえたケアの選択と方法の決定（アセスメント） 㻟㻚㻟㻡 （ 㻜㻚㻢㻣 ） 㻟㻚㻥㻟 （ 㻜㻚㻡㻜 ） 㻖
㻝 実施するケアの意義と必要性が判断できる 㻟㻚㻢㻥 （ 㻜㻚㻥㻝 ） 㻠㻚㻜㻟 （ 㻜㻚㻣㻞 ） 㻖
㻞 患者の価値観（思い・考えなど）や要望、習慣を把握し、援助ニーズの判断ができる 㻟㻚㻝㻥 （ 㻜㻚㻤㻣 ） 㻟㻚㻣㻥 （ 㻜㻚㻣㻜 ）
㻖㻖㻖
㻟 可能な限り患者の習慣を尊重して、個別性に配慮した方法が選択できる 㻟㻚㻝㻥 （ 㻜㻚㻤㻞 ） 㻟㻚㻥㻣 （ 㻜㻚㻣㻠 ）
㻖㻖㻖
Ⅱ． 患者を尊重した対応（態度） 㻟㻚㻢㻟 （ 㻜㻚㻢㻝 ） 㻠㻚㻜㻝 （ 㻜㻚㻠㻤 ） 㻖
㻝 ケアの目的、必要性、期待される効果及び事後の影響について患者の理解状況に合わせて説明し、同意を得ることができる 㻟㻚㻟㻠 （ 㻜㻚㻥㻥 ） 㻟㻚㻤㻠 （ 㻜㻚㻤㻡 ）
㻖㻖
㻞 患者の反応を見ながらケアの実施方法を調整できる 㻟㻚㻠㻟 （ 㻜㻚㻤㻥 ） 㻟㻚㻣㻠 （ 㻜㻚㻡㻤 ） 㻖
㻟 声かけを行いながら実施する 㻟㻚㻡㻣 （ 㻜㻚㻥㻠 ） 㻟㻚㻤㻢 （ 㻜㻚㻣㻡 ）
㻠 あいさつ、言葉遣い、身だしなみ（頭髪、ユニホームなど）等がきちんとできている 㻠㻚㻝㻢 （ 㻜㻚㻥㻢 ） 㻠㻚㻢㻜 （ 㻜㻚㻢㻣 ）
㻖㻖
Ⅲ． コミュニケーション技術（コミュニケーション） 㻟㻚㻝㻜 （ 㻜㻚㻢㻠 ） 㻟㻚㻢㻟 （ 㻜㻚㻡㻤 ） 㻖
㻝 患者の話しに対して話しやすいように適切な雰囲気作りができる（目線、話し方、表情、相手のテンポに合わせるなど） 㻟㻚㻠㻢 （ 㻜㻚㻥㻜 ） 㻠㻚㻜㻣 （ 㻜㻚㻣㻣 ）
㻖㻖㻖
㻞 患者の気持ちを受け止める工夫ができる（うなずき、相づち、オウムがえしなど） 㻟㻚㻠㻝 （ 㻜㻚㻤㻠 ） 㻟㻚㻤㻣 （ 㻜㻚㻣㻠 ）
㻖㻖
㻟 患者の気持ちを受け止めた対応ができる（思いを返す、確認する、まとめ、明確化など） 㻞㻚㻣㻢 （ 㻜㻚㻥㻝 ） 㻟㻚㻟㻣 （ 㻜㻚㻣㻤 ）
㻖㻖㻖
㻠 観察や実施したケアが適切に報告できる 㻞㻚㻣㻥 （ 㻝㻚㻝㻠 ） 㻟㻚㻝㻥 （ 㻝㻚㻜㻜 ）
Ⅳ． 基本的な法則に基づいた実施 㻟㻚㻝㻥 （ 㻜㻚㻡㻡 ） 㻟㻚㻢㻜 （㻜㻚㻠㻤 ） 㻖
㻝 準備（環境、物品、人）を過不足なく手際よくできる 㻟㻚㻜㻢 （ 㻝㻚㻞㻟 ） 㻟㻚㻡㻣 （ 㻜㻚㻤㻟 ）
㻞 基本的な手順を踏まえて実施できる 㻟㻚㻡㻟 （ 㻜㻚㻥㻝 ） 㻟㻚㻠㻢 （ 㻜㻚㻤㻡 ）
㻟 ケアの実施過程において、安全を確保しながら行うことができる 㻟㻚㻞㻟 （ 㻝㻚㻜㻞 ） 㻟㻚㻠㻜 （ 㻜㻚㻥㻞 ）
㻠 不快感を与えないなど安楽を考慮した方法を判断、実施できる 㻞㻚㻥㻜 （ 㻜㻚㻤㻣 ） 㻟㻚㻡㻟 （ 㻜㻚㻣㻠 ） 㻖㻖㻖
㻡 個別性に配慮した方法で実施できる 㻟㻚㻝㻥 （ 㻜㻚㻥㻞 ） 㻟㻚㻠㻟 （ 㻜㻚㻣㻟 ）
㻢 患者のセルフケア能力を最大限活用しながら実施できる 㻟㻚㻠㻥 （ 㻜㻚㻥㻠 ） 㻟㻚㻥㻣 （ 㻜㻚㻢㻢 ）
㻣 効率性を考えて実施できる 㻞㻚㻢㻢 （ 㻝㻚㻜㻞 ） 㻟㻚㻟㻢 （ 㻜㻚㻥㻡 ） 㻖㻖㻖
㻤 プライバシーへの配慮ができる 㻟㻚㻠㻥 （ 㻜㻚㻥㻣 ） 㻟㻚㻣㻢 （ 㻜㻚㻤㻥 ）
㻥 実施したケアの評価をするために患者の意見を聞くことができる 㻟㻚㻜㻥 （ 㻝㻚㻝㻜 ） 㻟㻚㻢㻟 （ 㻜㻚㻤㻣 ） 㻖㻖
㻝㻜 療養環境を整えて退室できる 㻟㻚㻞㻢 （ 㻝㻚㻞㻠 ） 㻟㻚㻥㻝 （ 㻝㻚㻜㻥 ） 㻖㻖
㻢㻤㻚㻤㻠 （ 㻝㻜㻚㻠㻟 ） 㻣㻤㻚㻟㻠 （ 㻤㻚㻣㻢 ） 㻖




















適切に報告できる」2.79 ± 1.14 だった。
　
２．教員による評価
　看護実践能力 21 項目の総合平均点は 78.34













意義と必要性が判断できる」4.03 ± 0.72 だった。
また，項目の平均点が最も低かった項目は，「コ
ミュニケーション」の「観察や実施したケアが










































































































































































































































































Acquisition degree of Nursing performance of 
Nursing Skills Practice by Simulated Patient’s 
Participation 
-Comparison with Teacher’s evaluation-
 
Mayuko Kajitani, Yoko YoSHikawa, Ichie MatSumoto,
Yuka Hirai, Masako OkayaSu and Yoshiko KawaSe
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